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8･ 1清に宣戦布告｡日清戦争始まる

6･ 20義和団､北京各国公使館を包囲

8･ 14日本など連合軍､北京を解放

12･ 30清国､列国の講和条件受諾

7･ 3日本､北清駐屯軍編成(45年支柁屯靴)

91 7義和団事件の｢北京議定書｣魂印

2･ 10露に宣戦布告｡日露戦争始まる

9･ 5日露講和条約詞軌旅順租借権獲得

7. 28第1次世界大戦始まる

11･ 11ドイツ降伏｡第1次大戦終わる

4･ユ2旅順に関東軍司令部設置

7･ 9蒋介石､中国統一の北伐開始

6. 4張作幕爆殺事件

9･ 18柳条湖で満鉄爆破｡満州事変始まる

1. 28第1次上海事変始まる

3. 1満州国建国宣言

5･ 15五･一五事件o犬養毅首相射殺される

3.27日本､国際連盟を脱退

4･ 10関東軍､万里長城を越え華北へ侵攻

3･ 1満州国帝政を実施o皇帝に薄儀

7. 15中国共産軍の長征始まる

5･ 2天津で親日派新聞社長2人暗殺

6･ 10国民政府､河北省からの国民党機関､

直系軍隊の撤退を承認
8･ 16石原莞爾大佐､参謀本部作戦課長に

11･ 25通洲に親日派殿汝耕の巽東防共自治

委員会(12月25日巽東防共自治政府)

12･ 9北京の学生1万人が｢抗日救国デモ｣

12･ 18国民政府､第29軍軍長の宋哲元に巽

察政務委員会を組織させる

1･ 13華北五省自治の｢北支処理要綱｣決定

2.26二･二六事件

3. 9広田弘毅内閣成立

4･ 17支那駐屯軍の兵力増強を閣議決定

6･ 5参謀本部初代戦争指導課長に石原

6･ 10増兵部隊､豊台(腺斬酉4‡)に駐屯

11･ 14徳王軍､関東軍の支援で緩速省侵攻

12･ 12蒋介石､西安で張学良に監禁される

12･ 17共産党の周恩来､飛行機で西安へ

12･ 25蒔､西安攻撃の政府軍に撤退命令

1. 23広田内閣総辞職

1･ 25宇垣一成に組閣の大命(29日大命碑)

2･ 2元陸相の林銑十部内閣成立

3･.J参謀本部作戦部長に石原少将､作戦

課長に武藤章大佐

3･ 3外相に駐仏大使の佐藤尚武

3･ 4共産軍､国民政府軍事委の指揮下に
20 1 1945

4. 16四相会議(射蔵･賄軍)で､華北分離工作

修正の｢北支指導方策｣決定

6･ 4第1次近衛文麿内閣成立｡外相に広田

7･ 7鹿滞橋事件勃発l報10:30 1個中隊が

夜間演習中に発砲される
7･ 8午前3:25さらに銃声14:20牟田口廉

也連隊長､戦蘭開始命令｡龍王廟占拠

15:54参謀本部に第一報件陵6:42参

謀本部､支那駐屯軍司令官に｢更に進

んで兵力行使を避くべし｣と指示

7･ 9閣議､ ｢不拡大､現地解決｣の方針決定

7･ 10夜､石原､5個師団派兵案に決済印

7･ H午距:0順石原､近衛に｢閣議で動員案

を否決するよう｣申し出111:30五相

会議､条件付動員に同意l正絹橋本群

支那駐屯軍参謀長､ ｢現地停戦協定の

見込み｣､ ｢派兵を必要とせず｣の電報

l午後2:00緊急岳時閣議で派兵案を承

認し｢北支事変｣の呼称決定(内地3個

師埼動員は見合わせたが､関東軍2個

旅団､朝鮮軍1個師団の派遣はそのま

ま発令)14:20近衛､天皇に上奏のた

め葉山へ16:24 ｢北支派兵｣の政府声

明18:00現地で停戦協定成立19:00

近衛､首相官邸に言論界､政財界代表

を招き､協力要請l搬ラジオで｢協定

当てにならず｣の陸軍当局談を流す

7･ 12支那駐屯軍司令官匡季月清司中将着

任､強硬方針を打ち出す

7･ 13石原､風見章(醐詫言馴こ近衛･蒋介石

のトップ会談提象近衛も乗り気に

7･ 17蒋介石､鷹山で｢最後の関頭演説｣

7･ 25郎坊駅で日中両軍衝突

7･ 26北京城広安門で日本軍に乱射

7, 27緊急閣議､内地3個師団の動員決定

7･ 28北京､天津で本格的攻撃始まるl日本

軍飛行機が通州の保安隊を誤爆

7･ 29通州で邦人虐殺事件起こる

8･ 9上海で大山勇夫海軍中尉射殺事件

8･ 13閣議､上海への陸軍派兵を決定

8･ 15海軍航空隊､南京など渡洋爆撃

9･ 2北支事変の呼称を｢支那事変｣に

12･ 13首都南京を占領

1･ 16咽民政府ヲ対手トセス｣の政府声明

12･ 8真珠湾攻撃｡太平洋戦争始まる

8.15敗戦

12･ 16近衛､戦犯指名で出頭の日､服毒


